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平
成
十
六
年
度
よ
り
、
群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
第
三
者
評
価
の
推
進
組
織
で
あ
る
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
評
価
推

進
セ
ン
タ
ー
ぐ
ん
ま
」
を
設
置
し
て
社
会
福
祉
施
設
に
お
け
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
年
七
月
現
在
、
県
内
の
三
十
五
の
施
設
が
第
三
者
評
価
を
受
審
し
て
い
ま
す
。
↓
（
別
表
参
照
）

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業
の
目
的
と
は
…

　
『
個
々
の
事
業
者
が
事
業
運
営
に
お
け
る
問
題
点
を
把
握
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
結
び
つ
け
る
こ
と
。

　

な
お
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
を
受
け
た
結
果
が
公
表
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
結
果
と
し
て
利
用
者
の
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
選
択
に
資
す
る
た
め
の
情
報
と
な
る
こ
と
。』
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
受
審
に
あ
た
っ
て
は
、
職
員
全

員
に
よ
る
自
己
評
価
の
実
施
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
規
程
類
等
の
整
備
及
び
共
通
認
識
の
醸
成
等
、
施
設
の
体
制
整
備
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
分
、
得
る
も
の
も
多
い
の
で
は
…
…

　

今
回
は
第
三
者
評
価
を
受
審
し
た
施
設
の
状
況
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

私
た
ち
の
施
設
は
、
第
三
者
評
価
を
受
け
ま
し
た
！

〜
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業
に
つ
い
て
〜

　

平
成
十
八
年
度
に
受
審
し
た
赤

城
育
心
保
育
園
（
前
橋
市
）
の
園

長
の
深
町
さ
ん
と
主
任
保
育
士
の

塩
月
さ
ん
に
第
三
者
評
価
に
つ
い

て
、
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

★
園
長　

深
町　

穣　

さ
ん

Ｑ
「
受
審
の
動
機
は
？
」

　

先
進
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
思

い
受
審
し
た
の
で
す
が
、
得
る
も
の

は
大
き
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
「
効
果
は
？
」

　

自
己
評
価
に
お
い
て
、
各
種
規
程

や
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
整
備
し
た
の
で

す
が
、
自
分
た
ち
に
と
っ
て
必
要
な

も
の
を
職
員
間
で
検
討
し
て
作
成
す

る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
実
の
あ
る

作
業
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
職
員

間
で
の
話
し
合
い
や
協
力
し
合
う
こ

と
が
習
慣
化
さ
れ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
私
自
身
も
含
め
て
、
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
再
確
認
が
で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
法
人
や

園
の
理
念
や
基
本
方
針
を
見
直
し
、

新
た
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
子

ど
も
の
最
善
の
利
益
に
寄
与
し
た

「
保
育
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
の
再

認
識
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

Ｑ
「
課
題
は
？
」

　

課
題
は
今
後
、
自
分
た
ち
で
作
っ

て
き
た
も
の
を
見
直
す
作
業
が
膨
大

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

★
主
任
保
育
士　

塩
月
恵
里
さ
ん

Ｑ
「
現
場
の
保
育
士
と
し
て
…
」

　

第
三
者
評
価
を
受
審
す
る
と
い
う

話
を
聞
い
た
と
き
は
戸
惑
い
ま
し
た
。

大
変
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
と
、
保
育

に
と
っ
て
必
要
な
も
の
な
の
か
と
い

う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
赤
城
育
心
保
育
園
の
標

準
的
な
保
育
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

す
る
作
業
や
職
員
間
で
の
様
々
な

話
し
合
い
の
中
か
ら
、
皆
で
一
つ

の
目
標
に
向
か
っ
て
い
く
と
い
う

達
成
感
や
職
員
間
の
連
携
が
と
て

も
深
ま
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

Ｑ
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
抵
抗
感
は
？
」

　

保
育
士
に
よ
っ
て
対
応
が
違
う

と
子
ど
も
が
戸
惑
う
こ
と
に
も
な

る
の
で
、
共
通
認
識
を
図
る
た
め

に
も
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
必
要
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

Ｑ
「
保
育
に
何
か
変
化
は
？
」

　

何
か
起
き
た
と
き
で
も
、
子
ど

も
の
最
善
の
利
益
を
考
え
た
行
動

が
職
員
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
だ
ま
だ
で
す
が
…
。

　

そ
し
て
、「
変
え
る
」
こ
と
に
対

し
て
の
抵
抗
が
無
く
な
っ
た
こ
と

も
大
き
な
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。

保
育
内
容
を
見
直
し
、
よ
り
高
め

て
い
く
た
め
の
「
改
善
す
る
こ
と
」

の
大
切
さ
を
学
べ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。　

　

身
体
障
害
者
寮
護
施
設

改
善
に
向
け
て

　

評
価
の
結
果
と
し
て
は
、
一
部
改

善
を
要
す
る
面
が
提
訴
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
今
後
こ
れ
ら
を
改
善
課
題
と

考
え
、
求
め
ら
れ
る
質
の
高
い
施
設

運
営
・
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
提
供
と
す

べ
く
努
力
い
た
し
ま
す
。　
　
　

　

保
育
所
①

組
織
作
り
へ
の
指
針

　

評
価
を
受
け
る
以
前
は
、
管
理
側

と
保
育
者
、
保
育
者
と
保
育
者
が

「
周
知
し
て
い
る
こ
と
」「
以
心
伝
心
」

で
済
ま
す
こ
と
が
多
く
あ
っ
た
が
、

第
三
者
評
価
は
、
評
価
項
目
を
一
つ

一
つ
確
認
す
る
こ
と
で
、
組
織
と
し

て
の
取
り
組
み
方
の
反
省
と
と
も
に

重
要
性
を
再
確
認
で
き
、
今
後
の
組

織
作
り
へ
の
指
針
と
な
っ
た
。

　

保
育
所
②

資
質
向
上
へ

　

職
員
を
グ
ル
ー
プ
分
け
し
、
評
価

項
目
も
い
く
つ
か
に
分
け
検
討
を
行

い
、
さ
ら
に
全
体
会
議
を
持
ち
、
検

討
す
る
作
業
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ

り
全
体
像
が
見
え
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
自
己
評
価
に
繋
げ
る
こ
と
が

出
来
た
。　
　

　

結
果
と
し
て
職
員
の
資
質
向
上
に

役
立
っ
た
。

受
審
施
設
の
コ
メ
ン
ト

よ
り（
抜
粋
）〜

赤
城
育
心
保
育
園
の

取
り
組
み
か
ら

特集
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◆ 第三者評価を受審した施設の一覧です！ ◆
（平成20年7月現在）

※群馬県社会福祉協議会のHPで評価の結果を見ることができます。
　→　http://www.g-shakyo.or.jp/

○身体障害者療護施設（旧法施設）

№ 施設名 法人名 市町村 受審年度

1 誠光荘 誠光会 渋川市 H16

2 青空 前光会 前橋市

H173 イシノ療護園 豊延会 大泉町

4 リハビリテーションセンター 県社会福祉事業団 伊勢崎市

5 大地 二之沢愛育会 高崎市

H186 みらい 緑陽会 富岡市

7 あけぼのホーム 恵の園 渋川市

○保育所

1 毛里田保育園 毛里田睦会 太田市

H17
2 かしま保育園 伊勢崎かしま会 伊勢崎市

3 たちばな保育園 福栄会 桐生市

4 立正保育園 福栄会 桐生市

5 赤城育心保育園 育恵会 前橋市 H18

6 総社第二保育園 清栄会 前橋市

H19

7 パンジー保育園 平和福祉会 渋川市

8 ふたば保育園 ふたば会 前橋市

9 はちす保育園 伊勢崎ときわ会 伊勢崎市

10 三野谷保育園 ひかり会 館林市

11 みやさと保育園 宮郷会 伊勢崎市

12 わかくさ保育園 いなり山会 伊勢崎市

○知的障害者更生施設（旧法施設）

№ 施設名 法人名 市町村 受審年度

1 こがね荘 はるな郷 前橋市

H162 つつじヶ丘光の園 広済会 桐生市

3 エルシーヌ藤ヶ丘 三和会 桐生市

4 さくら園 三愛荘 渋川市

H17

5 かおる園 三愛荘 渋川市

6 清泉園 三愛荘 渋川市

7 はーとふるチハヤ チハヤ会 みどり市

8 みのわ育成園 はるな郷 高崎市

9 あかぎ育成園 赤城会 渋川市

H18

10 しきしま 赤城会 渋川市

11 並木路荘 高嶺会 渋川市

12 あすなろ荘 はるな郷 高崎市

13 めぐみの里 恵の園 渋川市

14 かんなの里 かんな会 藤岡市

○軽費老人ホーム・ケアハウス

1 うえたけ 植竹会 伊勢崎市 H18

2 ケアハウス前橋 ほたか会 前橋市 H19

　

知
的
障
害
者
更
生
施
設

固
定
的
な
見
方
を
見
直
す

　

前
の
準
備
や
作
業
過
程
で
私
た
ち

は
多
く
の
議
論
を
し
ま
し
た
。
そ
の

プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
私
た
ち
が
持
っ

て
い
た
固
定
的
見
方
や
方
法
を
見
直

す
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

ケ
ア
ハ
ウ
ス

職
員
の
共
通
認
識

　

自
己
評
価
を
行
う
こ
と
で
、
全
職

員
が
、
各
部
署
に
止
ま
ら
ず
業
務
全

般
に
つ
い
て
共
通
認
識
を
持
つ
こ
と

が
で
き
、
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
や

危
機
管
理
、
地
域
社
会
と
の
関
係
性

に
対
し
て
よ
り
理
解
を
深
め
る
な
ど

の
意
識
改
革
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
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国
の
経
済
・
社
会
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
福
祉
分
野
で
も
個

人
の
尊
厳
や
高
齢
者
、
障
害
者
自
立
支
援
等
の
理
念
の
も
と
、
様
々
な
改
革
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
可
能
な
限
り
地
域
社
会
で
生
活
で

き
る
環
境
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地
域
福
祉
を
担
う
中
核
団
体
と
し
て
、「
だ
れ
も

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
」
を
一
層
推
進

す
る
た
め
「
安
心
・
安
全
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

福
祉
人
材
の
育
成
・
確
保
に
取
り
組
み
、
良
質
で
き
め
細
や
か
な
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
向
け
、
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
以
下
、
そ
の
概
要

を
報
告
し
ま
す
。

51
件
、
そ
の
他　

21
件
）

⑦
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解
決
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催　

2
回　

374
名
参
加

３　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業

①
評
価
機
関
の
認
証
2
機
関

②
評
価
結
果
の
公
表　

8
施
設

③
運
営
委
員
会
の
開
催　

1
回

④
各
種
専
門
委
員
会
の
開
催

　

・
認
証
・
公
表
専
門
委
員
会
／
研
修

企
画
専
門
委
員
会
／
調
査
・
研
究

専
門
委
員
会
／
拡
大
合
同
委
員
会

計
5
回

⑤
評
価
調
査
者
養
成
研
修
会
・
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
会
・
継
続
研
修
会
開
催

　

3
回　

延
べ
155
名

⑥
群
馬
県
版
共
通
評
価
基
準
の
策
定

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
児
童
養
護

施
設
・
訪
問
介
護
事
業
所

⑦
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
第
三
者
評
価

説
明
会
・
研
修
会　

2
回　

延
べ
172

名
参
加

⑧
認
証
評
価
機
関
連
絡
会
議
の
開
催　

1
回
15
名
参
加

４　

高
齢
者
・
児
童
の
虐
待
防
止

事
業

①
市
町
村
社
協
児
童
福
祉
関
係
事
業
担

当
者
研
修
会
の
開
催　

2
回

②
虐
待(

児
童
・
高
齢
者
）
を
考
え
る
県

民
の
つ
ど
い
の
開
催　

156
名
参
加

③
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

（
Ｄ
Ｖ
）
に
つ
い
て
考
え
る
県
民
の
つ

ど
い　

100
名
参
加

５　

地
域
福
祉
の
推
進

①
群
馬
県
福
祉
後
見
セ
ン
タ
ー
の
運
営

　

・
成
年
後
見
制
度
支
援
適
否
審
査
会

開
催　

4
回

②
成
年
後
見
人
等
候
補
者
の
登
録
・
照

会
145
名
登
録

③
成
年
後
見
人
等
基
礎
研
修
会
開
催　

1
回
103
名
参
加

④
成
年
後
見
制
度
利
用
に
関
す
る
相
談
、

普
及
啓
発
活
動

⑤
安
心
・
安
全
・
ふ
く
し
の
ま
ち
づ
く

り
地
区
別
福
祉
座
談
会
の
開
催　

３

社
協
延
10
日
間
開
催

⑥
市
町
村
社
協
地
域
福
祉
活
動
計
画
の

策
定
支
援

　

・
策
定
中　

9
社
協

　

・
訪
問
支
援　

延
べ
51
日

⑦
住
民
支
え
合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

2
社
協
モ
デ
ル
地
区
指
定

⑧
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活

性
化
事
業
1
社
協
モ
デ
ル
地
区
指
定

⑨
市
町
村
社
協
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催　

135
名
参
加

⑩
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動

数
1
、
２
１
２
カ
所

⑪
心
配
ご
と
相
談
所
中
央
セ
ン
タ
ー
事
業

　

・
相
談
件
数
66
件

　

・
巡
回
研
修
29
回
開
催

⑫
民
生
委
員
制
度
創
設
90
周
年
記
念
群

馬
県
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
の
開
催

６　

生
活
福
祉
資
金
等
貸
付
事
業

の
実
施

①
生
活
福
祉
資
金
貸
付
決
定
48
件

　

３
８
、
７
７
５
千
円

②
離
職
者
支
援
資
金
貸
付
決
定
4
件

　

2
、
８
５
０
千
円

③
要
保
護
世
帯
向
け
長
期
生
活
支
援
資

金
貸
付
事
業
貸
付
決
定
4
件

　

２
３
、
８
３
１
千
円

④
高
額
療
養
費
資
金
貸
付
事
業
貸
付
決

定
8
件　

3
、
５
４
７
千
円

７　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動

の
推
進
と
福
祉
教
育
の
充
実

①
ぐ
ん
ま
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営

　

運
営
委
員
会
の
開
催　

1
回

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
・
相
談
コ
ー

ナ
ー
の
設
置
運
営

　

月
〜
金
曜
日
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

③
ぐ
ん
ま
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
in
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
開
催

　

参
加
者
3
、
５
０
０
名

④
団
塊
世
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援

　

・
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の

開
催　

延
べ
16
日
間
157
名
参
加

　

・
団
塊
世
代
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
考
え
る
つ
ど
い
の
開
催

1
回
64
名
参
加

⑤
高
齢
者
・
障
害
者
基
金
・
子
育
て
支

援
基
金
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
支
援
基

金
「
地
方
分
」
助
成

⑥
福
祉
教
育(

学
童
・
生
徒
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
普
及
事
業
）

　

・
社
会
福
祉
協
力
校
指
定
18
校

　

・
地
域
指
定
社
会
福
祉
協
力
校
3
地
区

⑦
機
関
紙
「
ぐ
ん
ま
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

年
2
回
発
行

⑧
台
風
9
号
に
伴
う
南
牧
村
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
へ
の
取
り
組
み
6
日
間
13

名
参
加

⑨
新
潟
県
中
越
沖
地
震
災
害
に
お
け
る

支
援
活
動

 

14
日
間
8
名
参
加

⑩
介
護
等
体
験
受
入
調
整
事
業

　

・
体
験
申
込
大
学
等
51
大
学
・
短
大

体
験
実
施
者
413
名
、
145
施
設
で
受
入

１　

地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業

※
平
成
20
年
度
よ
り
「
日
常
生
活
自
立

支
援
事
業
」
に
名
称
が
変
更
と
な
り

ま
し
た
。

①
認
知
症
高
齢
者
等
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利

用
支
援
事
業
に
か
か
る
援
助
体
制
の

整
備

　

・
11
社
協
に
事
業
の
一
部
を
委
託

 

地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
新
規
の

利
用
契
約
締
結
数
は
19
年
度
252
件

②
基
幹
社
協
生
活
支
援
員
等
連
絡
会
議

等
の
開
催
11
回　

延
べ
488
名
参
加

　

・
生
活
支
援
員
新
任
・
現
任
研
修
会

の
開
催　

444
名
参
加

　

・
地
域
福
祉
権
利
擁
護
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催　

530
名
参
加

③
専
門
相
談
員
派
遣
事
業
の
実
施

④
相
談
事
業
（
障
害
者
110
番
事
業
を
含

む
）
の
実
施

　

・
一
般
相
談
…
１
３
、
４
６
５
件

　

・
法
律
専
門
相
談
…
25
件

⑤
利
用
料
の
助
成
等
の
実
施

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
を
対
象
に
福
祉

サ
ー
ビ
ス
利
用
支
援
の
機
会
を
確
保

す
る
た
め
利
用
料
の
助
成
（
1
時
間

800
円
の
利
用
料
の
う
ち
500
円
の
助
成

等
）
を
行
っ
た
。

２　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解
決
事
業

の
推
進

①
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会

の
開
催　

1
回

②
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会

選
考
委
員
会
の
開
催　

1
回

③
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
運
営

監
視
部
会
の
開
催　

2
回

④
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
実
施

社
協
に
対
す
る
訪
問
調
査　

3
か
所

⑤
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解
決
部
会
の
開

催　

6
回

⑥
苦
情
相
談
の
受
付
件
数
72
件
（
苦
情

■
主
な
実
施
事
業

概
要

平
成
19
年
度
事
業
報
告
・
決
算
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８　

社
会
福
祉
施
設
の
運
営
指
導

及
び
連
絡
調
整

①
施
設
関
係
団
体
の
活
動
支
援
と
連
絡

調
整

②
法
人
・
施
設
運
営
指
導
106
件

③
福
祉
施
設
等
管
理
者
研
修
会
の
開
催

　

1
回
248
名

④
群
馬
県
民
間
社
会
福
祉
施
設
整
備
資

金
貸
付
事
業
貸
付
決
定
3
件　

４
３
、

０
０
０
千
円

９　

福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保
と

福
祉
関
係
職
員
の
研
修
充
実

①
福
祉
人
材
無
料
職
業
紹
介
事
業
の
実
施

　

・
就
職
者
数　

381
件

　

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
職
業
紹
介
シ
ス

テ
ム
（
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
シ
ス
テ
ム
）
の

運
用

　

・「
福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
ニ
ュ
ー
ス
」
の

発
行
（
年
6
回
）

②
福
祉
人
材
確
保
相
談
事
業
の
実
施

　

相
談
援
助
件
数　

2
、
９
８
７
件

③
社
会
福
祉
施
設
の
福
利
厚
生
事
業

　

群
馬
県
民
間
社
会
福
祉
施
設
等
職
員

共
済
制
度
の
実
施　

422
法
人
１
４
、

１
３
７
名
加
入

④
福
利
厚
生
セ
ン
タ
ー
事
業
の
実
施

　

・
98
法
人
・
198
事
業
所

　

・
3
，
１
４
８
名
加
入

⑤
福
祉
関
係
従
事
者
に
対
す
る
研
修
の

企
画
・
実
施

　

直
営
研
修
コ
ー
ス
13
コ
ー
ス
、
延
べ
開

催
日
数
110
日　

研
修
参
加
者
延
べ
4
、

０
１
２
名

⑥
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試

験
の
実
施

　

・
受
験
者
数　

2
、
２
０
５
名

　

・
合
格
者
数　

473
名

⑦
介
護
職
員
確
保
対
策
事
業
の
実
施

　

・
12
月
か
ら
専
門
相
談
員
1
名
を
配
置

　

・
事
業
者
・
介
護
福
祉
士
養
成
校
等

へ
の
訪
問
回
数
78
件

　

・
介
護
職
員
等
Ｐ
Ｒ
サ
イ
ト
（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
）
の
開
設
・
運
営

　

・
専
門
相
談
日
の
開
設(

毎
月
第
1
・

第
3
木
曜
日
及
び
第
2
・
第
4
火

曜
日
）

⑧
社
会
福
祉
事
業
に
従
事
し
よ
う
と
す

る
者
へ
の
説
明
会
等
の
実
施

　

・
福
祉
ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ェ
ア
の
開
催

就
職
面
接
会
参
加
事
業
所
60
事
業

所　

309
名
参
加

　

・
栃
木
・
群
馬
2
県
合
同
福
祉
の
し

ご
と
総
合
フ
ェ
ア
の
開
催

 

施
設
48
事
業
所(

内
・
県
内
施
設

20
事
業
所
）
求
職
者
69
名

　
　

広
報
活
動
の
充
実
、
福
祉
シ

ン
ク
タ
ン
ク
機
能
の
整
備

①
広
報
紙
「
福
祉
ぐ
ん
ま
」
発
行
年
4

回
②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
用

③
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
発
行

④
視
聴
覚
機
材
の
無
料
貸
出

⑤
事
務
局
職
員
の
研
修

⑥
映
画
「
ふ
み
子
の
海
」
上
映
運
動
の

推
進

11　

そ
の
他
の
事
業

①
研
修
保
養
施
設
「
観
山
荘
」
経
営

　

宿
泊
利
用
人
員
１
０
、
８
７
０
名

②
社
会
福
祉
振
興
基
金
事
業
の
実
施

③
福
祉
バ
ス
「
愛
の
募
金
号
」
の
運
行

④
交
通
遺
児
・
保
護
児
童
就
学
援
助
金

の
給
付

収入　433,772千円 支出　433,772千円

人件費
172,615千円

40%

事務費
11,111千円
2.6%

経常経費補助金
186,810千円　43%

受託金
96,281千円　22%

事業収入
19,020千円　4%

貸付事業等収入
6,937千円　2%

寄付金収入
8,283千円　２%

預貯金、有価証券
1,645,925千円

26%

未収金
93,140千円

1%

投資有価証券
2,984,745千円

46%
建物、車両、
器具・備品等
22,189千円

0%

貸付事業貸付金
996,335千円

16%

退職共済預け金
140,448千円　2%

特定目的積立預金
446,420千円　7%

欠損補填積立金
48,813千円1% その他   49,080千円1%

投資有価証券売却収入
20,000千円　5%

繰入金
30,483千円　7%

その他
51,886千円　12%

会費
14,072千円3%

事業費
145,849千円

34%

一般会計
1,613,047千円

25%

観山荘特別会計
26,504千円

0%

離職者支援資金特別会計
701,598千円

11%

要保護世帯向け
長期生活支援資金特別会計

32,838千円 1%

民間社会福祉施設等
職員共済事業特別会計
2,262,034千円

35%

社会福祉施設整備資金特別会計
849,381千円

13%

生活福祉資金特別会計
941,693千円

15%

貸付事業等
5,404千円 1%

助成金
23,017千円 5%

その他
24,855千円
5.7%繰入金支出

49,902千円　11.5%

投資有価証券取得
1,019千円　0.2%

科目別会計別

■決 算 １ 一般会計資金収支計算書

２ 資産構成（総資産額6,427,095千円）
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束
で
き
ま
せ
ん
の
よ
。
○
○
○
さ
ん

は
6
年
生
で
最
後
の
運
動
会
に
な
る

の
ね
。
ど
う
ぞ
楽
し
い
運
動
会
に
し

て
く
だ
さ
い
ね
。
│
略
│

　

ま
た
、
米
作
り
や
枝
豆
づ
く
り
で
、

地
域
の
方
々
に
苗
作
り
や
種
ま
き
か

ら
作
り
方
を
教
え
て
い
た
だ
き
な
が

ら
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
お
い
で
よ
学
校
へ
」
で
幼

稚
園
・
保
育
園
の
園
児
と
の
交
流
を

深
め
る
こ
と
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

３
カ
年
の
成
果
と
課
題

　

特
別
活
動
を
中
心
と
し
て
「
総
合

の
時
間
」
に
取
り
組
み
の
重
点
化
を

図
り
、学
校
内
の
活
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、

地
域
の
区
長
会
や
民
生
委
員
と
の
タ

イ
ア
ッ
プ
を
心
が
け
て
活
動
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
児
童
の
活
動
に
幅
が

で
き
、
地
域
と
の
交
流
が
ま
す
ま
す

密
に
な
り
ま
し
た
。
何
よ
り
も
地
域

の
方
々
に
支
え
、
協
力
し
て
い
た
だ

い
た
こ
と
が
意
義
の
あ
る
こ
と
で
し

た
。
熱
心
に
協
力
し
て
く
だ
さ
る
地

域
性
を
、
こ
れ
か
ら
も
生
か
せ
る
と

よ
り
よ
い
活
動
が
継
続
で
き
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

 

（
担
当　

大
山
玲
子
）

　

本
校
は
、
高
崎
市
市
街
地
の
北
西
に

位
置
し
、
町
の
中
心
を
東
西
に
県
道
前

橋
・
安
中
・
富
岡
線
が
通
り
、
そ
の
県

道
沿
い
に
住
宅
が
広
が
っ
て
い
る
。
西

は
烏
川
、
東
は
井
野
川
が
流
れ
、
自
然

環
境
に
も
恵
ま
れ
、
田
畑
も
多
く
、
歴

史
的
な
史
跡
も
多
く
保
存
さ
れ
て
い
ま

す
。

福
祉
教
育
の
目
標
「
ふ
れ
あ
い
」

　

児
童
が
、
地
域
の
方
々
、
お
年
寄
り
、

外
国
の
方
々
、
他
の
学
年
の
児
童
、
幼

稚
園
・
保
育
園
の
園
児
な
ど
た
く
さ
ん

の
人
々
と
の
「
ふ
れ
あ
い
」
を
通
し
て
、

交
流
を
深
め
よ
い
関
係
を
築
い
て
い
く

こ
と
。

　

ク
ラ
ス
や
学
年
の
友
だ
ち
だ
け
で
は

得
ら
れ
な
い
貴
重
な
「
ふ
れ
あ
い
」
の

中
か
ら
、
挨
拶
、
態
度
、
礼
儀
な
ど
社

会
生
活
に
と
っ
て
大
切
な
ル
ー
ル
を
学

び
取
り
、
活
か
し
て
い
く
中
で
、
支
え

合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
知
り
、
共
に
生

き
よ
う
と
す
る
態
度
を
培
う
こ
と
が
目

標
で
す
。

取
り
組
み
内
容
の
紹
介

　

社
会
福
祉
協
力
校
と
し
て
の
一
番
大

き
な
取
り
組
み
は
、
地
域
の
独
居
老
人

と
の
交
流
で
す
。
区
長
会
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
て
、
運
動
会
へ
の
招
待
状
を
送
り

ま
す
。
ま
た
、
年
末
に
は
手
紙
と
共
に

植
物
を
持
っ
て
独
居
老
人
宅
を
一
軒
一

軒
ま
わ
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し
ま
す
。

毎
回
、
お
年
寄
り
か
ら
の
心
温
ま
る
お

返
事
を
い
た
だ
き
、
活
動
は
盛
り
上
が

り
ま
す
。

（
お
返
事
の
一
例
）
○
○
○
さ
ん
へ

　

今
日
は
運
動
会
の

お
知
ら
せ
と
か
わ
い

い
ツ
ル
の
折
り
紙
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
留
守
に
し

て
い
て
お
会
い
で
き

な
く
て
ご
め
ん
な
さ

い
ね
。
鼓
笛
隊
の
練

習
が
よ
く
聞
こ
え
ま

す
よ
。
運
動
会
に
は

皆
さ
ん
の
が
ん
ば
り

を
見
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
が
、
親
戚

に
病
気
の
人
が
い
る

の
で
ち
ょ
っ
と
お
約

社会福祉協力校

24期・高崎市立長野小学校（３年目）

〔第17回全国ボランティアフェスティバルにいがた　
～ボランティア　深まるきずなに　トキめいて〕
　たび重なる災害に見舞われた新潟県で、その経験も踏まえつつ、

日常的なボランティア・市民活動のあり方を幅広く考え、議論を

深める場とするため、「ボランティア　深まるきずなに　トキめ

いて」を大会テーマに掲げ、「第17回全国ボランティアフェスティ

バルにいがた」を開催します。

〈開催内容及び会場>
会場 朱鷺メッセ、新潟ユニゾンプラザ、新潟市総合福祉会館

9
月
20
日
㈯

■分科会〈13：30～16：30〉
　「福祉･保健･医療」「災害」「まちづくり･文化･環境」「子育て･教育」
　「国際交流･協力」の5分野計22の分科会
■交流会〈18：00～19：30〉（朱鷺メッセ）
　参加者の方々の交流の場

会場 　朱鷺メッセ

9
月
21
日
㈰

■ボランティア推進フォーラム〈9：00～12：10〉
　◆式典〈9：00～9：40〉
　　ボランティア功労者厚生労働大臣表彰、ボランティア･市民活動報告等
　◆リレートーク〈9：45～11：00〉
　　新潟県中越、中越沖地震のボランティア活動を題材に、
　　被災者と支援者がそれぞれの想いを語る
　◆大会総括〈11：20～11：55〉
　　分科会の討議要旨を、重要な課題や提言を中心に、5つの分科会分野ごとに報告
　◆引継式〈11：55～12：10〉
　　時期開催県（愛媛県）へ引継

会場 　朱鷺メッセ
大会
両日

　■ふれあい広場〈10：00～16：00〉
　　県内の様々なボランティアの紹介、体験等

〈お問い合わせ先>

　第17回全国ボランティアフェスティバルにいがた実行委員会事務局

　〒950-8575　新潟市中央区上所2丁目2番2号　新潟ユニオンプラザ3階

（新潟県社会福祉協議会内）

　TEL:025-281-5805　FAX:025-281-5806　URL:http://www.vf-niigata.com/

〔ぐんまボランティアフェスティバル　西部ブロック〕

　平成18年に実施した「第15回全国ボランティアフェスティバ

ルぐんま」の成果をより確実なものとし、県下における地域ボラ

ンティア活動の一層の振興を図るため、ボランティア関係のメイ

ン行事として県下各地域（５ブロック）持ち回りにより、群馬県

独自のボランティアフェスティバルを開催し、県内のボランティ

ア、NPOなどの交流・研究の場を設け、新たなネットワークの

構築・形成を目的として実施します。

　第２回目となる本年は高崎市を中心とした西部ブロックにて

本フェスティバルを開催します。

●期日　10月18日㈯
【ふれあい広場】〈10：00～14：00〉
　場所　高崎もてなし広場
　内容　ボランティア活動紹介、模擬店、芸能広場、抽選会など
【分科会】〈13：00～15：00〉
　場所　高松中学校、地域医療センター
　内容　ふれあい・いきいきサロンなど６分科会を予定
【記念講演】〈10：30～12：00〉
　場所　地域医療センター
　演題　「家族の絆」
　　　　～感謝の気持ちを言葉にしよう～
　講師　荒木由美子さん

〈お問い合わせ先>

　ぐんまボランティア・市民活動支援センター

　〒371-8525　群馬県前橋市新前橋町13-12　群馬県社会福祉協議会内

　　TEL:027-255-6111　　FAX:027-255-6444
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ー社会保険庁からのお知らせー

「ねんきん特別便」「ねんきん特別便」
年金記録の確認にご協力ください。

○　緑色の封筒でお届けします。○　緑色の封筒でお届けします。
・年金を受けておられる方　＝　本年４月から ５月までの間・年金を受けておられる方　＝　本年４月から ５月までの間
・現役加入者の方　　　　　＝　本年６月から10月までの間

○　年金記録のご確認をお願いいたします。
・年金記録に「もれ」や「間違い」がないか十分にご確認をお願いします。・年金記録に「もれ」や「間違い」がないか十分にご確認をお願いします。
・「もれ」や「間違い」がある場合も、ない場合も、必ずご回答くださいますようお願いします。

※ 年金記録が変われば、正しい年金額をお受け取りいただけることとなり、年金額が増える可能性が高いので十分

　にご確認ください。

【年金支給額が増えた例  （A男さん75歳の場合）】【年金支給額が増えた例  （A男さん75歳の場合）】
１３か月分のお勤め期間の記録もれが見つかり、これからの年金受給額が年額で約５万円増え、過去に
受給できた年金として約５３万円をまとめて受け取れました。
１３か月分のお勤め期間の記録もれが見つかり、これからの年金受給額が年額で約５万円増え、過去に
受給できた年金として約５３万円をまとめて受け取れました。

※ ３月までに青色の封筒で「ねんきん特別便」が届いた方は、年金記録にもれがある可能性が
　高い方です。
※ ３月までに青色の封筒で「ねんきん特別便」が届いた方は、年金記録にもれがある可能性が
　高い方です。

・まだ回答をいただいていない方がいらっしゃいますので、ご注意願います。
・まず、「ねんきん特別便専用ダイヤル」にお電話ください。
・結びつく可能性のある記録についての具体的な情報を提供します。

３月までの青色の封筒

６月から１０月の緑色の封筒

○　まわりの方にも呼びかけてください。

ご質問・お問い合せは

○「ねんきん特別便専用ダイヤル」

０５７０－０５８－５５５
※ I P電話・ＰＨＳからは「03-6700-1144」に
お電話ください。
※一般の年金相談は、「ねんきんダイヤル」　0570-05-1165まで。

月～金曜日：

第２土曜日：
　午前９時～午後８時

午前９時～午後５時

※左記以外の受付日時については、社会保険庁HＰ
(http://www.sia.go.jp/)でご案内しております。

○お近くの社会保険事務所・年金相談センター
※　都道府県社会保険労務士会でも無料相談を行っています。
※　詳しくは、ＨＰ(http://www.sia.go.jp/)まで。

４月からすべての年金受給者に、６月から加入者の方にお届けします４月からすべての年金受給者に、６月から加入者の方にお届けします

 ご家族の方などに「ねんきん特別便」が届いたら、過去の職歴についてご一緒に記憶をたどって
みるなど、多くの方からご回答をいただけるよう、ご協力をお願いします。
（ご家族でも、お一人お一人に届く時期は異なります。）

ひ
と
り
で

　
　

悩
ま
ず
に
…

○
心
配
ご
と
相
談
所
中
央
セ
ン
タ
ー

　

群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

専
任
相
談
員
に
よ
る
「
心
配
ご
と

相
談
所
中
央
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設

し
て
お
り
ま
す
。
日
ご
ろ
心
配
に

思
っ
て
い
る
こ
と
、
法
律
に
関
す

る
お
悩
み
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

（
毎
週
木
曜
日
午
前
十
時
〜
十
二

時
電
話
予
約
が
必
要
で
す
）

○
障
害
者
１
１
０
番

　

県
内
に
居
住
さ
れ
る
障
害
を
お

も
ち
の
か
た
等
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

■
一
般
相
談
…
障
害
を
も
っ
た
方
々

の
安
心
し
た
生
活
を
支
援
す
る
た

め
に
、
生
活
全
般
に
わ
た
る
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

（
月
〜
金　

九
時
〜
十
七
時
）

■
法
律
相
談
…
財
産
侵
害
、
相
続
、

金
融
、
消
費
、
契
約
等
に
関
す
る

相
談
。
職
場
で
の
雇
用
、
勤
務
条

件
、
施
設
で
の
権
利
侵
害
に
関
す

る
こ
と
等
、
法
律
問
題
に
関
す
る

こ
と
に
弁
護
士
が
対
応
し
ま
す
。

  

（
毎
月
第
一
、三
火
曜
日　

十
四

時
〜
十
六
時　

電
話
予
約
が
必

要
で
す
。）

　

い
ず
れ
も
、「
ぐ
ん
ま
地
域
福
祉

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
」（
群
馬
県

社
会
福
祉
協
議
会
運
営
）
前
橋

市
新
前
橋
町
十
三
の
十
二

　

連
絡
先
０
２
７
│
２
５
５
│

６
２
２
６
ま
で
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介
護
職
員
等
確
保
対
策
事
業

の
お
知
ら
せ

〜
求
人
・
求
職
の
ベ
ス
ト
マ
ッ
チ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

職
業
紹
介
の
た
め
に
〜

　

本
会
で
は
、
昨
年
の
12
月
か
ら
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
介
護
職
員

や
看
護
職
員
の
確
保
対
策
の
一
環
と
し
て
、専
門
相
談
員
を
配
置
し
、求
人
・

求
職
等
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
求
人
関
係

（
介
護
保
険
事
業
所
等
）

　

下
記
の
事
業
所
の
住
所
地
の
取
扱

地
域
の
セ
ン
タ
ー
・
バ
ン
ク
に
来
所

の
上
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
事
業
所
登

録
が
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
1
.fukushi-w

ork.jp/
kyu
jin
/

　

ご
意
見
・
ご
要
望
は
、
お
電
話
か

相
談
員
が
事
業
所
を
訪
問
し
た
際
に

お
申
し
つ
け
く
だ
さ
い
。

■
求
職
関
係

（
介
護
職
員
就
職
希
望
者
）

　

最
寄
り
の
窓
口
に
ご
来
所
の
う
え
、

求
職
者
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

求
人
検
索
・
紹
介
状
の
発
行
等
の

サ
ー
ビ
ス
が
う
け
ら
れ
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
求
人
情
報

検
索
が
で
き
ま
す
。

h
ttp
://w
w
w
.n
w
.fu
ku
sh
i-w
o
rk.

jp

※
専
門
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

（
予
約
は
不
要
で
す
）

①
群
馬
県
福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
セ

ン
タ
ー
…

毎
月
第
1
・
4
木
曜
日　

午
後

1
時
か
ら
4
時

②
高
崎
市
福
祉
人
材
バ
ン
ク
…

毎
月
第
2
火
曜
日　

午
後
1
時

か
ら
4
時

③
太
田
市
福
祉
人
材
バ
ン
ク
…

毎
月
第
3
火
曜
日　

午
後
1
時

か
ら
4
時

（
専
門
相
談
員
が
丁
寧
に
対
応

い
た
し
ま
す
）

◎
本
事
業
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
群

馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
お
入
り
下
さ
い

〜
福
祉
人
材
職
業
紹
介
窓
口
は
県
内

に
3
カ
所
あ
り
ま
す
。
お
近
く
の
窓

口
へ
ご
相
談
下
さ
い
〜

¥8 ,500
（税･サ･入湯浴込み）

黄金の湯
かけ流し
黄金の湯
かけ流し
黄金の湯
かけ流し

TEL.観山荘
群馬県社会福祉協議会経営

0279-72-2073
〒377-0102　渋川市伊香保町伊香保32番地

ホームページでもご覧いただけます。URL http://www.kanzansou.jp/

10名様以上

研修、総会、各種大会へ
囲碁、将棋、カラオケ
大会なども大歓迎

①研修時、コーヒー
　無料サービス
（お茶菓子付き）
②パソコン20台・
　プロジェクター
　無料貸し出し
③県内在住65歳以上
　の方は更に500円引き
④休前日・シーズン中は
　1,000円増

平日
1泊2食付

研修室料込み

研修パックプラン研修パックプラン 黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄
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東
口
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崎
駅

高島屋

ビブレ

ロイヤル
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所

３
Ｆ
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福祉会館
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東毛学習
文化センター
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崎
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利根橋
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●東芝機器
●上毛新聞社

●市町村会館

●元総社南小
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県社会福祉総合センター
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関
越
自
動
車
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京

至新潟

●
利根川ダム
管理事務所

国
道
17
号
線

上
　
越
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N

群馬県福祉マンパワーセンター
〒371-8525　前橋市新前橋町13-12
(群馬県社会福祉総合センター６階)
TEL 027-255-6600　FAX 027-255-6040
メールアドレス：gum-jinzai@g-shakyo.or.jp
利用時間：９時～17時（月～金）・土･日･祝日はお休み
受付時間：９時～11時30分
　　　　　13時～17時

高崎市福祉人材バンク
〒370-0045 高崎市東町80-1
高崎市労使会館１階
TEL 027-324-2761
FAX 027-320-8378
メールアドレス tsk-jinzai@oboe.ocn.ne.jp
利用時間：９時～16時（月～金）
　　　　　土･日･祝日はお休み
受付時間：９時～11時30分
　　　　　13時～15時30分

太田市福祉人材バンク
〒373-8718 太田市浜町2-35
（太田市役所３階）
TEL･FAX 0276-48-9599
メールアドレス ota-jinzai@adagio.ocn.ne.jp
利用時間：９時～17時（月～金）
　　　　　土･日･祝日はお休み
受付時間：９時～17時

………………アクセスマップ………………

対象地域　前橋市、伊勢崎市、沼田市、渋川市、富士見村、
榛東村、吉岡町、中之条町、長野原町、嬬恋村、
草津町、六合村、高山村、東吾妻町、片品村、
川場村、昭和村、みなかみ町、玉村町

対象地域　高崎市、藤岡市、富岡市、
安中市、吉井町、上野村、
神流町、下仁田町、南牧
村、甘楽町

対象地域　桐生市、太田市、館林市、
みどり市、板倉町、明和
町、千代田町、大泉町、
邑楽町

【表紙の答】びん蓋
ふた

開け
ペットボトル、びんのふた（直径約4～9㎝）も
これ一つで開けられます。

詳しくは福祉用具・住宅モデルルーム展示場へ
前橋市新前橋町13-12　群馬県社会福祉総合センター地下１階
TEL 027-280-4108   FAX 027-280-4109


